合併問題について住民意見の発表が行われた

　上牧町議会・合併問題研究委員会が、8月27日（火）午前10時から議会・委員会室で開催され、

公募された住民10人の意見発表が行われました。発表順番は抽選で決められ、持ち時間は一人10

分以内、おおぜいの傍聴者や取材の報道関係者で満席となりました。

　合併の賛否は、賛成９人、反対1人でした。以下は、その発表のポイントを、堀内英樹がメモ

から整理した要旨で、必ずしも正確な速記録といったものではありません。くわしい会議録は

テープおこしされ、後日に公表される予定です。発言の順番になっており、（　）内は堀内の

備考書きです。

1.大坪　忠行さん（米山台）

　基本的には合併に反対である。

　奈良県市町村合併資料（平成14年3月発行）をもとに、17年3月（合併特例法期限）までに

合併を急ぐのは反対である。検討する時間がない。

　資料では、自主的な合併といいながら、合併しかない内容になっている。社会資本の充実や財政

需要の増大に応えるとなっているが、合併との関連がよく分からない。（7町合併案は）合併の

類型では市制移行型であるが、福祉事務所の設置で福祉のレベルアップがはかられるのか、郡が

市になってイメージアップするのか（疑問である）。

　最大の目的はどうか、政府の地方交付税の削減であり、地方債の発行は赤字の増大になる。住民

にとっては弱者切り捨てであり、国の予算配分が変化しない限り、（現状は）変わらない。県の

資料は、希望的観測だけで具体的な説明がない。それぞれの問題について具体的な資料を出して

欲しい。

　合併に取り組むなら、3町といった小さい合併から考えるべきで、その方が失敗した場合の

リスクが少ない。政府の意向に添ったものでなく、あくまで住民の利点から考えるべきである。

2.池田　貴佐夫さん（桜ヶ丘）

　合併には賛成である。
　生活圏と行政区域のミスマッチの観点から意見を述べる。昭和58年から21年在住、友人・知人

が多く住んでいるが、西大和ニュータウンの中で行政が分かれて（河合町と上牧町に）いる。

王寺駅を中心に住宅開発が広がり、人口が急増した。スーパーや施設が建ち並び、みんな車を所有

しており生活圏や行動範囲が拡大している。

　この結果、行政区域はすでに破壊されている。そうした中で上牧町の人口減、財政問題に直面し、

7町は同じ傾向にある。したがって、合併すべきで、現状打破の努力が必要である。

3.小野　久子さん（米山台）

　７町合併に賛成である。

　30年前、上牧村の頃に転入した。その後、人口が増え、交通が便利になり、「住みやすい町

づくり」が行われてきた。

　濁・明星線（都市計画道路、服部記念病院前から友紘会病院南側まで）の工事が行われているが、

ムダな税の使い方である。廃車の捨て場やバイクの遊び場になっており、中断（断続的な工事施工）

の責任体制もはっきりしない。

　高齢・少子が進んでおり、税を有効に使って、子らに借金を残さないでもらいたい。上牧町から、

王寺、斑鳩、三郷などへ積極的に働きかけて、市制の実現を図って欲しい。

4.鶴岡　昭一さん（桜ヶ丘）

　合併に賛成である。

　合併は、時代のテーマであり、避けて通れない。積極的に進めて欲しい。進路は、合併・広域化

がベストである。住民満足度が最大の行政課題である。兵庫・淡路町の町長選挙が合併を巡って

行われたし、長野、和歌山の選挙でも住民パワーが感じられる。

　いまがチャンスであり、上牧町の存続がかかっている。地域間競争で勝ち組になれるか、人材

育成で次世代に誇れるか、問われている。合併への取り組みも何とか態度ではダメで、町と住民が

（改革志向を）共有してパワーを発揮するチャンスである。近隣と握手する町になるのか、取り

残されるのか。小異を捨て大同に付くべきである。

　住民ニーズは高度化・多様化しており、ここはリーダーシップが必要だ。変化に即応したパワー

とスピードが望まれる。福祉、教育、環境など顧客である住民へのサービスを、行政力で希望の

持てる町にしてもらいたい。ムラ意識ではダメで、住民アンケート、パネルディスカッション、

ディベートなどやり、住民のための合併を進めて欲しい。

5.亀井　和雄さん（米山台）

　合併に賛成である。

　今年2月に奈良で市町村合併シンポジウムがあった。よい町とは「住んでいる人が、幸せだと

感じられる街」だと発言があった。少子・高齢化と公共施設の関連で意見を述べる。

　高齢化率はやがて20%は越えるし、介護ニーズも増える。そうした中で、必要な公共施設は、

広域でやるのが望ましい。公園、巡回バス、文化事業などである。

　セミナーで嵐山光三郎がうまい表現で語った。「誇りを持って、幸せと感じる街づくり」の10

条件は、1)川がきれい、2)便所がきれい、3)祭りがある、4)長老がいる、5)若者もいる、6)おば

さんが元気、7)酒と料理がうまい、8)宿それぞれ特色がある、9)豆腐を売りに来る、10)古い町を

守る取り組み、である。

6.守屋　佐津子さん（松里園）

　合併に賛成である。

　そのメリットは、たいへん大きい。上牧も村から町になって外見上は変化したが、少子・高齢化

を迎えた。財政難が進み自治体の倒産さえ心配される。

　そうした中で、住みよい町づくりの展望がない。例えば、松里園では下水道工事が休み休み

行われており、こまぎれもよいところだ。遊歩道工事やリサイクル棟（ペガサスホール）の増築

など（公共事業の）ムダが多い。

　合併によって、血税のムダをなくして欲しい。人件費や公共施設の効率化を図るべきだ。いま、

立ち上がる時期である。

7.本岡　信光さん（桜ヶ丘）

　合併には賛成である。

　こうした意見聴取も２，３年前にやるべきだし、週日の10時は誰のためか。意見はインター

ネットで広く聴くこともできるはずだ。

　上牧町の高齢化率は13%だが、やがて20%以上になるのは目に見えている。桜ヶ丘でも空き家が

目立つ。息子・娘が一度離れたら家に帰ってこない。上牧町の教育はいまもひどいと聞いている。

　町財政は瀕死の状態である。これから交付金が減らされ消費税も10%に引き上げられようとして

いる。１世帯あたりの借金は240万円あり、10年で２倍になった。予算をみると地方交付税が27

億円、町民税が20億円である。右肩上がりの経済は終わり、ゆっくりやっていたのでは遅い。

　21世紀は地方に地代といわれるが、それは地域間競争である。老人への優遇を進め、介護保険

料が日本一高い町にして欲しくない。合併で住民サービスが低下することはない。７町で警察が

一つあり、やり方次第である。事例として、図書館を広域でやれば、インターネットで検索できる。

健康診断、ホール催しの広報、外国人受け入れのボランティア支援なども広域でやればよい。

　例え話を申し上げる。７人の兄弟が各部屋で生活していたが、親の仕送りが減り、７人が相談

して生活に工夫する。合併も同じである。来年春、統一地方選挙があるが、各議員は合併について

具体的な政策を出して臨んでもらいたい。

8.吉江　正之さん（片岡台）

　合併には賛成である。

　７町の合併を巡る歴史を顧みると、平成3年3月に王寺周辺町村広域圏協議会が発足している。

武安町長が会長であり、当時すでに合併によって20億円の経費削減が試算されている。5年10月

にペガサスホールが開館した。6年7月に7町住民アンケートが実施された。住民5,580人（任意

抽出による）を対象に実施、回収率47%、合併賛成が68%であった。7年（正しくは9年）に武安

町長が死去し、リーダーを失った。

　合併問題を議論するにあたって、行政費用が増大する一方、不況や少子・高齢社会を考えない

わけに行かない。国と地方の関係も大事だ。地方分権法が7年に制定され、地方交付税の削減方針

が出された。上牧町は予算の40%を占め、14年度46%に上っている。合併しないと地方交付税が

減額され、少子・高齢による町税の減少にあって、いったいどこから税源を確保するのか。

　合併特例法が12年に改正されているが、公共事業・ハコものによって、借金が増大している。

これでは将来の見込みがないし、高齢者は不安でいっぱいである。国の方針で合併を促進するため

支援策が講じられている。各町でも取り組みが行われており、合併にはメリット・デメリットが

あるのは確かだが、ここは合併以外に選択枝はない。緊急施策として、特例債・補助金の支援策を

取り込むべきである。

　ネーミングも「西大和市」では全国に通用しないし、「西奈良市」といったものを考えればよく

分かるのではないのか。

9.川本　克己さん（桜ヶ丘）

　合併に賛成である。７町か3町であるかは問わない。

　合併は時代の流れであり、合併しないと時代に取り残される。30年代（昭和）の高度成長の例

がある。今では商店の衰退やロードサイドの盛衰が見受けられる。

　合併して市になることは、インフラ整備で有利である。香芝が市になったことで、事務所や

ロードサイドが増えたし、ブロードバンド（のサービス開始）は市の地域では１年早い。

　文化は経済力によって発展しする。地域の中で子供会、老人会の意義は大きい。NPOや福祉事業

にも費用が必要であり、活性化するのには何といっても経済力が必要である。

　合併して市になることが必要である。それによって議員数も30人程度に削減されるし、町長や

助役などの特別職も７町で24人減る計算になる。合併には、中長期的な視点が必要であり、調整

するには労力が要るが、合併しないと活性化につながらない。

10.井久保　賢さん（滝川台）

　7町合併に賛成である。

　以前に、王寺に近いところで、もう少しよい町に移り住みたいと思ったことがある。その後、

虹の湯ができて、このまま住んでよいのか考え直した。妻は、友達、近所付き合いでここに住み
たいといい、今ではここで住んでみようかと思っている。

　町をよくするには住民の力だけでは無理で、行政の力が必要である。住民に必要なサービスを

提供できるかどうかである。

　県のパンフレット、太子の郷のチラシ、かんまき広報5月号を見た。経済力が大事だと思う。

町予算の歳入は税が20億円で減少し、交付税が27億円で減額となっている。歳出は公債費が19

億円、総務費が12億円となっており、このままでは町財政は行き詰まる。行政サービスをする

ために新たな借金をしなければならない。

　合併が必要である。生活範囲は広がっており、住民ニーズは高度化、多様化している。いまの

行政では対応しきれない。事務の合理化、簡素化を進め、地方分権による地域の町づくりが行う

べきである。太子の郷のリーフレットにあるとおり、合併によって住民サービスが向上させること

ができる。合併しないと取り残され、財政が危ない。住民サービスができにくくなるし、生活環境

が悪くなる。

　合併のスケールメリットを生かして企業誘致を行い、世界遺産である法隆寺によって心の豊かさ

や誇りを持つことにつながる。合併は時代の流れであり、住民の生活を守るために進めて欲しい。

